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１．道路整備アクションプラン２０２４（R３～R６）の状況

※１　バリアフリー化された延長÷生活関連経路全延長39.2km（直轄道路、臨港道路等除く）

※２　通学路を含む小学校から半径250mの道路のうち、歩車分離された延長÷全延長349.6km

※３　都市計画道路の整備状況（整備済延長：車道・歩道の両方が整備完了した延長）

※４　天神と博多を結ぶ７つの橋の断面歩行者量の合計

（7:00～20:00、西大橋・福博であい橋・中洲懸橋・春吉橋・灘の川橋・住吉橋・柳橋）

※５　LED照明灯数÷市管理の照明灯数38,033基

※６　LED防犯灯数÷地域の防犯灯数44,193基

※７　道路サポーター制度の登録団体数

２．令和５年度に供用開始する予定の主な路線等

道路整備アクションプラン

令和2年度末
見込み

（策定時）

令和４年度末
見込
（A）

令和５年度
事業量
（B）

令和５年度末
予定

（A）＋（B）

令和６年度末
目標

％ 91 94.4 1.7 96.1 99

整備延長 ｋｍ 35.9 37.0 0.7 37.7 39.0

％ 73 76.6 3.7 80.3 82

整備延長 ｋｍ 258.4 267.9 12.9 280.8 288.8

ｋｍ 122 138.0 5.5 143.5 160

％ 84.7 85.0 0.3 85.3 86.1

人 41,310 47,980 － － 46,000

ｋｍ 150 156.1 7.9 164.0 168

橋 175 198 24 222 234

％ 86 89 1 90 95

LED照明灯数 基 32,845 33,773 330 34,103 36,151

％ 89 91 3 94 100

LED防犯灯数 基 39,125 40,042 1,３49 41,３91 44,193

団体 12 18 3 21 25

橋梁の長寿命化修繕計画に基づく
橋梁修繕数

道路照明灯のLED化率※５

無電柱化計画に基づく無電柱化
整備延長

都市計画道路の整備率※３

項　　目

都心部を回遊する歩行者量※４

市民等との共働による道路の保全
活動団体数※７

生活関連経路のバリアフリー化さ
れた割合※１

小学校周辺の歩車分離率※２

自転車通行空間の整備延長

地域が設置する防犯灯のLED化率
※６

前年比

ｋｍ 505.8 505.8 －

ｋｍ 429.9 431.2 1.3

項　　目
令和４年度末

見込

令和５年度末　予定

計画道路延長

整備済延長

都市計画道路博多箱崎線（千代・馬出） L= 690ｍ

市道宮ノ浦線 L= 75０ｍ

橋本駅駅前広場 A= 3,500㎡
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１．目的

２．事業概要

３．進捗状況

４．令和５年度　事業費及び事業内容

事業費・進捗率

事業内容

桜並木駅（新駅）開業（予定）

工事･補償 ・雑餉隈駅 駅舎整備　・側道工事　等

令和5年度末
（A）＋（B）

2,482

－

内　容

令和4年度末
（B）

進捗率(％)

項　目

34,287

90.4%

36,769

96.9%

事　業　費

令和5年度
（A）

新駅に関する都市計画変更（平成26年４月３日）

平成２３年度 工事着手（平成24年1月）

（単位：百万円）

平成２６年度

平成２７年度 新駅に関する都市計画事業認可変更（平成27年７月３日）

平成２９年度 雑餉隈駅 仮平面駅 利用開始（平成３０年1月27日）

平成３０年度 筑紫通り（麦野跨線橋）仮設道路切替（平成31年2月10日）

令和　２年度

令和　４年度 高架切替（令和４年８月２８日）及び筑紫通り供用（令和４年９月３０日）

事業期間に関する都市計画事業認可変更（令和３年３月２６日）

令和　５年度

西鉄天神大牟田線連続立体交差事業（雑餉隈駅付近）

施行方法 仮線方式及び直上方式

L=1,864m

　踏切での交通渋滞や事故の解消を図り、鉄道により分断された市街地を一体化するなど、沿線
地域の良好な住環境を形成するため鉄道の高架化を行うもの。また、併せて側道整備を行い、沿
線の交通の利便性や安全性を高めるとともに、駅へのアクセス性を高め、公共交通の利用促進を
図るもの。

博多区南八幡町二丁目　～　博多区西春町二丁目

延　　長

区　　間

除却踏切数

事
業
内
容

７箇所（うちボトルネック踏切５箇所） 立体交差道路 １１箇所

平成２２年度 ～ 令和７年度 事業年度

全体事業費

平成１９年度 都市計画決定（平成20年3月24日）

平成２２年度 都市計画事業認可（平成22年7月23日）基本協定締結（平成22年11月2日）

変更後　約４５６億円（福岡市負担約３７９億円、西鉄負担約７７億円）

年　　度 内　　　　　容

（変更前 約４１５億円（福岡市負担約３４５億円、西鉄負担約７０億円））

※事業費変更の主な理由

①労務単価及び建設資材単価上昇等 約３３億円

②工事に支障となる埋設物の撤去の追加等 約 ８億円

合計 約４１億円
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５．平面図等

●現在の施工状況

●関連事業（福岡県施行連続立体交差事業）

●平面図

至 天神駅

全体延長 約5.16km
（令和4年8月28日 同時高架切替）

至 西鉄二日市駅

仮設道路

仮　線　部

凡　　　例

直　上　部

側　　　道

踏切（除却７箇所）

（桜並木駅）

雑餉隈高架駅と高架橋 筑紫通り周辺
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１．目的

２．事業概要

３．進捗状況

４．令和５年度　事業費及び事業内容

福岡北九州高速道路公社　事業費

事業費のうち市貸付金・出資金

事業内容

1,120 710 1,830

出資金
（有料道路事業の7.5％）

336 213 549

合計

（単位：百万円）

令和５年度(予定)
（A）

令和４年度末(見込)
（B）

令和５年度末(予定)
（A）＋（B）

貸付金
（有料道路事業の17.5％）

784 497 1,281

令和５年度(予定)
（A）

進捗率 — 5.3% 13.8%

有料道路事業 4,480 2,840 7,320

（単位：百万円）

令和４年度末(見込)
（B）

令和５年度末(予定)
（A）＋（B）

福岡北九州高速道路公社　整備計画変更許可（令和３年５月１９日）
都市計画事業認可（令和３年7月１2日）

年　　度

令和３年度

内 容

市道路線認定（平成２８年１月１４日）
福岡北九州高速道路公社　基本計画変更認可（平成２８年３月２８日）

都市計画決定（令和２年６月２９日）
自動車専用道路指定（令和２年７月３１日）

令和２年度

令和３年度～令和１２年度（予定）事業年度

福岡北九州高速道路公社（有料道路事業）

約４７０億円（公社経費約６２億円は含まない）

事業主体

概算建設費

設計速度

計画概要

高架構造
地下構造

主たる構造約１．８ｋｍ
（連結路約0.4ｋｍを含む）

第２種第２級

豊ジャンクション
(仮称)空港北口ランプ

JCT／出入口６０km／h

福岡高速３号線延伸事業

　福岡空港の滑走路増設等の機能強化を見据え、福岡市の南部地域や太宰府方面から空
港へのアクセス強化を図り、空港周辺道路の混雑緩和にも資するもの。

道路の区分４車線車線数

事
業
内
容

福岡高速３号線路　線　名

規模(延長)

　用地買収・地下埋設物等移設工事　等

平成２７年度
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５．概要図及びイメージ図
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１．福岡市自転車活用推進計画の基本方針（概要）

２．福岡市自転車活用推進計画（R3～R6）の状況　　※道路下水道局関連分を抜粋

３．令和５年度　事業費及び事業内容
事業費 （単位：百万円）

※「まもる」、「いかす」については別途他局予算あり

合　　計 2,281 2,282

放置自転車対策関連
1,299 1,279

まもる 261 256

とめる
駐輪場整備関連

1,509
210

1,699
420

区　　分 令和５年度 令和４年度

はしる 自転車通行空間整備関連 510 327

自転車活用の推進

は
し
る

成果指標 令和2年度末
計画当初

令和４年度末
見込

令和６年度末
目標

自転車通行空間
整備延長

km 122.7 138.0 160

と
め
る

駐輪場整備台数 台 － 620 1,000

路上駐輪場
設置台数

台 4,933 4,110 4,500

ま
も
る

自転車放置率 % 1.6

保管自転車の
返還率

% 50

1.3
現状維持

（令和2年 1.6%）

49
（令和３年度）

65

い
か
す

シェアサイクルポート か所 370 600 600以上

シェアサイクルの
月間平均ライド数

回 約210,000 約500,000 約300,000以上

令和５年度
事業量

令和５年度末
予定

5.5 143.5

800 1,420

100 700

－ 約580,000

▲55 4,055

－ 現状維持

－ 60
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○はしる　～自転車通行環境の創出～

○とめる　～駐輪環境の整備～

○まもる　～自転車利用の適正化～

○いかす　～自転車活用の推進～

福岡スマート
シェアサイクル
事業

-

計 261

（単位：百万円）

計 1,509

（単位：百万円）

事　業 令和５年度 事業内容

放置自転車対策 237 ○撤去・保管所運営（７か所から６か所）・街頭指導

その他 24 ○HP等による啓発、放置禁止路面表示　など

事　業 令和５年度 事業内容

駐輪場の整備 210

　まちづくりの進展の機会を捉え、駐輪場の整備を行う。

駐輪場の管理運営 1,299 ○指定管理料等、施設修繕 など

自転車通行空間
の整備

510

　歩行者や自転車、自動車の安全・安心を確保するため、自転車通行空
間を整備する。

○市道博多姪浜線（昭和通り）（継続）
○一般県道内野次郎丸弥生線　（継続）
○主要地方道志賀島和白線　　（新規）

など

（単位：百万円）

事　業 令和５年度 事業内容

（単位：百万円）

事　業 令和５年度 事業内容

整 備 事 例

桜並⽊駅駐輪場雑餉隈駅駐輪場

雑餉隈駅
桜並⽊駅

筑紫通り

⼤野城⼆丈線

南福岡駅

○シェアサイクル事業の促進

実証実験を経て令和２年４月より
neuet（株）と共同事業実施中。

都心部より順次エリアを拡大し、
市はポート確保などを支援。

○事業期間の延長

福岡市とneuet（株）の共同事業
期間は令和４年度末までであるが、
利用が順調に増加し、都心部の回遊性向上や放置自転車減少等
の事業目的の達成に寄与するなど、期間中の実施状況が良好であり、
市政アンケートや有識者による検討委員会の審査も踏まえ、継続が
望ましいことから、令和６年度末までの２年間の延長を行う。

○令和５年春から順次、福岡空港方面へエリア拡大。

○シェアサイクルポートの充実 （６００か所から７００か所 ）

○西鉄天神大牟田線 雑餉隈駅

駐輪台数：約500台（整備完了予定）

○西鉄天神大牟田線 桜並木駅

駐輪台数：約300台（整備完了予定）

○地下鉄七隈線 橋本駅（設計）（新規）
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１．福岡市無電柱化推進計画（R3～R7）

②対象路線及び計画延長

③指標

２．令和５年度　事業費

３．令和５年度の主な整備箇所

（市）清水干隈線、（主）志賀島和白線、（市）百道通線

無電柱化の推進

①取組姿勢・官民の役割分担
防災性の向上、安全性・快適性の確保、良好な景観形成等の観点から、道路管理者、

電線管理者及び開発事業者等が連携し、適切な役割分担により、無電柱化を推進する。

＜防災＞
　福岡市が管理する緊急輸送道路及び幹線道路等　約34.4km

＜安全・円滑な交通確保＞
　福岡市バリアフリー基本計画における生活関連経路等　約2.8km

＜景観形成・観光振興＞
　地域の特性を活かした良好な景観形成や観光振興のため、街並みや自然環境などと
　の調和を図り、地域の魅力を高める必要がある道路　約2.5km

＜まちづくり等に合わせた無電柱化＞
　区画整理や開発行為等の面整備事業における道路　約13.8km

無電柱化は工事や地上機器の設置場所等について、沿道住民等の合意形成が重要で
ある。そのため、道路の整備・改良に合わせた事業実施を基本に、以下の道路につい
て優先的に無電柱化を推進する。

　計画期間中に約48.9km
※
の無電柱化に着手する。

電柱倒壊リスクがある市街地等（DID地区）の緊急輸送道路の
無電柱化着手率を34％（R2年度末）⇒45％（R7年度末）とする。

令和５年度 令和４年度

※複数項目に該当する路線もあるため、合計と一致しない。

事業費（百万円） 1,514

41.6%

1,457

計　画　目　標

電柱倒壊リスクがある市街地等（DID地区）の
緊急輸送道路の無電柱化着手率

令和５年度
（予定）

令和４年度末
（見込）

令和５年度末
（予定）

2.2% 39.4%
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＜参考＞

○整備事例

○電線共同溝のイメージ

防災

妙見通り（東区）

景観形成・観光振興

承天寺通り（博多区）

一般的な電線共同溝の構造

-22-




